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恥
レ
℃
行
く
。
大
事
卒
業
生
は
総
℃
卒
業
殺
害
を
抱
主
、
恩

賜
の
時
計
を
懐
中
に
カ
チ
ツ
か
せ
な
が
ら
路
傍
に
飢
ゆ
る

の
時
期
が
到
来
す
る
で
あ
ろ
う
。

っ
て
政
治
思
想
の
精
義
b
L
鼓
吹
す
可
ち
で
あ
る
。
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砂
糖
民
税
法
と
い
ぴ
、
官
持
法
と
い
び
錦
、
た
叉
熔
場
訟
…

と
い
び
之
に
坐
し
て
拘
引
せ
ら
る
代
議
士
数
名
を
出
す
に
一

至
っ
た
の
は
、
今
一
史
な
が
ら
吾
、
が
代
議
士
諸
氏
の
無
節
傑
…

な
る
に
終
わ
な
る
主
待
ぬ
。
然

b
m
mく
の
如
く
浪
峨
代
議
一

士
を
頗
出
す
る
は
側
々
、
以
て
五
口
が
同
氏
一
般
が
政
治
に
封
一

じ
て
冷
淡
で
あ
っ
て
査
も
其
趣
味
を
解
じ
て
底
ら
ん
と
と
u

を
殺
す
る
も
の
で
ゐ
る
。
一
般
法
務
人
は
殆
ど
自
己
の
選

出
す
る
代
議
士
英
人
の
人
物
性
行
を
知
ら
、
ず
、
総
だ
一
時

の
ぬ
就
に
勤
わ
w
d
れ
甚
し
ち
は
数
片
の
資
自
に
心
効
b
d
℃

無
意
義
な
る
投
票
乞
な
す
の
で
わ
る
。
窓
政
の
美
栄
は
盟

賞
な
る
政
治
川
ω
怨
を
布
ず
る
凶
氏
を
有
せ
wo
る
所
に
質
る

一
内
お
も
の
で
な
い
。
腐
敗
し
た
逃
場
氏
の
選
出
し
た
代
議

士
い
礼
的
簡
を
期
待
す
る
と
と
は
到
底
不
可
能
で
わ
る
。
人

は
代
議
士
の
無
節
操
4

ど
攻
h
u

る
前
に
筑
く
先
づ
凶
民
代
向

、i

…

側

関

偽
閥
現
行
の
間
関
税
法
は
千
八
百
九
十
二
年
の
制
定
に
係
λ
y

之
を
合
衆
闘
の
、
列
引
刈
グ
レ

1
法
に
比
す
る
之
う
は
其
古

b
rと
五
年
、
制
定
以
来
年

-K閲
す
る
乏
授
に
十
布
七
年
の

久
し
き
に
及
び
、
関
税
桧
の
生
命
I
C
し
℃
は
決
し
℃
短
命

な
ら
え
一
式
ム
可
か
ら
ず
。
放
に
池
去
十
年
間
之
が
改
正
ル
弘

、

.

i

一
要
求
す
る
の
務
は
日
比
盆
々
的
し
く
、
今
日
比
於
て
は
最

l

J

L

3

守

t

h
ド

(

1

1々
一
I

二
円
十
一
刻
も
其
改
革
hz
践
践
す
可
か
ら
ぴ
る
に
澄
れ
ら
。

通
商
航
海
依
約
改
訂
の
機
は
今
や
眼
前
に
迫
台
、
常
闘
が
一
千
八
百
九
十
二
年
制
定
の
偽
闘
関
税
法
は
主
t
乙
し
℃
農
民

抹
舟
す
可
b
d
関
税
政
策
の
根
本
主
義
に
関
す
る
研
究
は
選
一
階
級
の
利
益
を
保
護
す
る
の
目
的
を
以
て
制
定
せ
ら
れ
た

く
可
か
ら
去
る
緊
急
の
問
題
と
な
れ
ん
ら
。
常
凶
政
府
は
此
…
る
も
の
に
し
て
、
働
問
農
業
枇
曾
今
日
の
降
山
慨
は
賀
、
代
此

必
要
に
憾
ぜ
え
が
潟
一
め
設
さ
に
一
の
有
力
な
る
委
員
命
日
を
一
保
護
制
皮
の
結
果
な
り
と
稿
せ
ら
る
。
近
年
代
至
る
迄
偽

組
織
せ
る
が
民
間
の
感
者
又
は
賞
際
家
に
じ
℃
此
問
題
に
一
闘
の
製
法
業
者
は
唯
所
設
・
平
々
凡
々
自
然
の
命
に
縦
れ
従

闘
し
℃
其
所
見
を
閲
隙
せ
る
も
の
も
亦
少
な
か
ら
ず
。
此
工
、
が
如
き
状
態
に
あ
ら
し
が
、
今
や
彼
等
は
保
護
の
叫
尚
一
ハ

時
に
佐
川
よ
り
現
時
欧
洲
諮
悩
が
採
用
せ
る
関
税
政
策
の
主
義
一
に
泌
す
る
の
正
常
な
る
そ
伝
と
て
之
主
主
張
す
る
に
去

如
何
を
観
察
す
る
は
決
し
て
無
用
の
業
に
非

3
4
0
可
し
1
乙
…
れ

b
。
之
れ
関
統
治
の
改
革
を
要
求
す
る
の
諜
が
土
・
ふ
と
じ

信
ず
る
が
放
に
予
は
米
側
評
論
の
論
誌
が
報
ず
る
所
に
よ
…
て
製
造
業
者
よ
ム
ツ
出
つ
る
所
以
に
し
℃
、
悲
し
現
時
開
命
H

A

リ
左
に
英
姿
倣
を
紹
介
せ
F

九

心

中

に

あ

る

偽

図

々

曾

に

し

て

関

税

に

附

附

す

る

立

法

上

の

改

設
で
を
行
た
び
ι
リ
と
せ
ば
之
れ
一
に
康
業
枇
曾
の
利
議
が
勝

を
制
し
た
る
の
結
果
な
t

り
と
断
定
す
る
も
決
し
℃
州
政
援
に

非
W
0
・
る
可
し
。

謀長

言葉
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産
業
枇
曾
の
請
願
を
採
用
し
℃
偽
同
代
議
院
は
千
九
百
O

吾
人
は
同
委
員
命
日
の
起
因
、
英
組
織
及
び
委
員
の
人
物
等

六
年
七
月
二
日
関
税
委
員
合
設
置
の
決
議
を
通
過
せ

b
。
よ
久
リ
挽
慨
し
℃
其
調
査
報
告
の
大
に
保
波
的
の
も
の
な
る

同
委
員
命
日
の
目
的
は
関
税
法
改
革
の
問
題
を
討
究
し
て
現
を
想
.
像
す
る
に
難
か
ら
診
る
な

b
l
同
よ

b
同
命
日
の
委
員

今
の
枕
日
を
披
採
し
、
工
業
中
英
設
立
の
日
俗
浅
く
し
℃
'
は
皆
誠
賞
勤
勉
の
士
の
み
な
る
が
放
に
同
合
設
般
の
地
凶
阿

茶
法
礎
未
だ
確
資
な
ら
去
る
も
の
〉
製
産
品
配
包
絡
せ
し
一
に
某
一

5
忠
寅
な
る
調
査
を
叢
ね
し
は
疑
な
し
と
雌
も
其
仰
恨

め
ん
と
す
る
に
わ
よ
り
。
同
よ
ら
現
行
法
は
其
制
定
以
来
日
一
告
は
概
し
て
良
好
な
る
も
の
l
L
一
五
ふ
を
符

y
b
s。
一
克
戒

を
経
る
主
多
く
し
℃
時
世
の
進
歩
f
乙
座
業
界
今
日
の
紋
勢
一
同
報
告
は
宇
一
?
と
し
叶
川
叶
刈
氏
の
熱
心
な
る
主
張
に
茶
色
雪

之
に
越
せ
診
る
も
の
少
な
か
ら
ぴ
る
が
故
に
早
晩
之
を
改
一

m
m
bに
保
護
主
義
に
餓
ち
し
が
矯
め
白
山
貿
易
論
者
の
い
以

正
せ
診
る
可
か
ら
診
る
は
何
人
も
疑
は
ぴ
る
所
な

6
0

二
協
を
挑
畿
し
た
る
の
み
な
ら
ず
一
公
卒
波
大
な
る
観
察
者
代

前
識
の
決
議
に
某
h
c
℃
十
七
名
よ
ら
成
れ
る
一
の
委
員
曾
一
ぷ
へ
不
快
の
戚
を
典
ふ
る
に
妥
λ

ソ
、
潟
め
に
政
府
及
び
立

は
組
織
せ
ら
れ
、
ロ
ッ
ツ
氏
を
委
員
長
に
、
チ
で
!
リ
ノ

1
一
段
府
の
問
に
無
益
な
る
衝
突
を
怒
起
す
る
に
主
主
リ
き
。
此

氏
を
副
委
員
長
に
、
ジ
ア
ン
、
子
!
レ

Y
氏
を
書
誌
に
率
一
報
告
書
に
添
附
し
℃
総
々
一
敏
誠
一
プ
一
"
に
沙
れ
る
関
税
改
革
案

げ
た
ム
ソ
。
同
委
員
命
日
は
庇
ち
に
其
調
査
に
若
手
し
、
諸
秘
一
を
拠
出
せ
る
が
之
れ
共
後
直
ち
に
議
院
の
議
代
附
せ
ら

の
託
銀
、
請
願
書
及
会
文
等
を
蒐
集
せ
る
の
み
な
ら
、
す
、
威
一
れ
た
る
恐
る
可
h
d
関
税
法
案
の
基
礎
を
な
す
も
の
な

は
各
別
代
或
は
共
同
比
関
内
服
喪
の
地
鮎
佐
一
周
遊
し
て
商
一

9
0

議
併
を
開
催
し
軍
要
な
る
製
造
業
者
の
代
表
者
及
び
一
一
般
同
訟
案
の
根
本
の
目
的
は
一
般
産
業
枇
合
殊
に
工
業
一
枇
合

会
衆
の
兎
見
を
徴
す
る
等
有
ら

λ
る
手
段
方
法
を
議
し
、
の
要
求
に
総
ヒ
℃
大
に
保
護
の
官
を
泉
げ
ん
之
す
る
も
の

約
十
二
ヶ
月
を
絞
て
本
年
の
初
め
に
去
ι
リ
漸
く
議
院
に
搬
な
る
は
明
、
b
かな'・
9
0

同
法
案
中
現
行
法
律
よ
ら
税
率
を

令

す

る

の

運

び

に

歪

れ

ム

ツ

。

低

減

せ

る

も

の

は

極

め

て

少

な

く

、

英

低

減

せ

る

も

の

は

83 

仏

m
A
E全
く
偽
闘
の
生
産
業
に
必
要
な
る
原
料
品
若
し
く
此
特
典
を
米
闘
に
於
℃
生
産
す
る
瑚
班
、
コ
ヨ
ア
、
ナ
ヨ
コ

は
学
製
品
に
際
b
れ
た
λ
ソ
。
加
之
千
八
百
九
十
二
年
の
法
レ
什

U
附
尼
投
及
び
諸
積
の
鎖
泊
代
及
ぼ
せ

b
。
左
れ
I
乙

停
に
よ
λ

ツ
て
偽
闘
が
採

mせ
る
複
関
税
率
制
度
詳
ふ
一
目
す
れ
偽
闘
と
加
奈
太
と
の
間
に
あ
A
Y
℃
は
千
九
百

O
七
年
九
月

日
以
一
般
的
若
仁
〈
は
最
高
税
率
と
特
殊
的
若
し
く
は
最
低
十
九
日
調
印
偽
加
瓦
惑
保
約
に
基

5
1
加
来
太
は
A
W
永
岡

税
率
之
を
規
定
せ
る
制
皮
は
英
成
総
見
る
可
舎
も
の
あ

b
一
よ
L

リ
偽
闘
に
輸
入
す
る
之
さ
は
重
税
を
文
搬
は
w
d
る
可
が

よ
」
な
し
今
後
之
雌
も
継
総
け
て
、
し
り
る
可
当
も
の
と
な
せ

b
。
一
ら
去
る
諸
栴
の
商
品
に
付

3
℃
も
若
し
加
奈
太
に
於
て
生

其
目
的
は
品
川
凶
に
濁
し
て
最
恵
闘
の
待
遇
を
興
へ
w
d
る
外
…
産
せ
る
も
の
な
る
と
ち
は
最
低
税
傘
の
特
典
k
f
享
受
す
る

闘
を
し
℃
俄
例
代
於
℃
他
の
諸
側
之
等
し
く
最
低
税
率
の
了
と
と
な
れ
ら
。
之
が
縛
め
偽
隣
農
民
は
加
奈
太
の
制
誠
治
い
川

利
盆
乞
一
学
受
せ
PA.が
潟
め
代
は
特
に
交
沙
談
判
を
経
ぴ
る
一
を
使
用
す
る
i
L
3
は
米
側
の
製
造
口
川
よ
λ

ソ
も
苅
収
総
一
例

可
か
、
b
w
d
ら
し
む
る
に
あ
E
9
0

現
今
此
最
高
税
率
全
部
一
に
付
当
て
一
一
一
路
八
十
六
仙
、
制
抱
機
一
似
に
付
言
て
八
仰

の
趨
用
を
受
く
る
も
の
は
制
御

b
掛
川
捌
わ
る
の
み
に
し
℃
、
…
二
十
仙
成
位
に
川
柳
ぴ
符
る
之
之
な
れ

b
。
新
〈
総
入
税
の

A
W
永
閥
及
び
加
奈
太
に
削
到
し
℃
は
・
未
だ
特
殊
の
協
定
を
桜
一
粘
比
於
て
不
均
衡
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
令
来
闘
に
於
℃
は

公
る
商
品
代
訴
し
て
の
み
瀦
周
せ
ら
る
。
…
銅
鋭
、
木
材
、
石
波
及
び
労
働
賃
銀
等
加
公
太
に
比
し
て

米
側
に
濁
し
て
は
千
八
百
九
十
八
年
五
月
及
び
千
九
百

O
…
渇
か
に
高
位
な
る
が
放
に
若
し
此
欣
態
に
し
て
総
絞
せ
p
九

二
年
八
月
の
協
定
に
よ

b
米
間
例
代
一
於
℃
生
産
す
る
紘
誌
、
肉
一
が
合
衆
閣
の
農
具
製
造
業
中
海
代
金
く
加
公
太
の
怨
め
に

類
、
日
常
の
食
却
に
供
す
る
果
物
類
、
木
材
等
に
封
し
最
低
践
例
せ
ら
る
〉
も
の
あ
る
代
豆
、
b
A
L

税
率
の
特
典
を
典
ふ
る
之
と
な
り
し
が
、
千
九
百

O
七
年
以
上
は
現
今
問
題
と
な
れ
る
側
同
の
樹
税
桧
案
が
合
衆
閥

凶
務
郷
へ
!
氏
と
刈
ベ
サ
利
川
オ
パ
氏
之
の
間
に
締
結
せ
に
濁
し
℃
如
何
に
重
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
か
を
説
明
せ

る
取
極
書
に
よ
A
Y
て
千
九
百

O
八
年
二
月
一
日
以
来
更
に
る
一
例
代
過
ぎ
、
ず
し
℃
、
問
題
の
要
貼
は
税
率
乞
課
せ
ら

来住

銭

点
二
五
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る
〉
物
品
、
が
一
般
に
取
加
し
た
る
の
事
寅
な
hr
と
す
。
巴
せ
る
議
税
を
諜
せ
ら
る
〉
に
反
到
す
。
マ
!
セ
!
ユ
に
於

笠
に
於
け
る
有
力
な
る
一
商
人
到
ぷ
川
川
バ
ー
刈

J
川
川
氏
け
る
石
鹸
及
び
油
類
梨
諮
業
活
は
胡
桃
、
原
油
及
び
製
油

が
同
委
員
合
報
告
の
嬰
似
を
指
摘
し
た
る
所
に
よ
れ
ば
、
謝
す
る
課
税
収
反
到
し
℃
ω
慨
に
政
府
に
伯
尚
る
一
加
わ
る
の
み

其
最
高
税
率
表
中
に
は
税
率
の
新
た
な
る
も
の
間
十
入
。
〆
原
料
に
な
ら
ず
、
商
務
大
限
は
該
委
員
に
射
し
政
府
も
亦

新
に
布
税
品
中
に
加
へ
ら
れ
し
者
は
百
六
十
三
代
し
℃
何
一
斯
か
る
課
税
に
反
針
の
意
携
を
有
す
る
も
の
な
る
民
営
地

等
税
率
の
鎚
更
な
受
け
止
る
も
の
百
九
十
五
、
税
容
を
精
一
公
せ
ら
。
ポ

Y
ド

l
、
プ
ー
プ
Y
、
ソ
モ
!
ジ
、
ニ
1
1
ス

加
せ
ら
れ
た
る
も
の
八
百
六
十
六
、
之
に
到
し
℃
税
率
の
一
共
他
の
土
地
に
於
け
る
商
業
向
議
所
は
手
袋
、
級
紙
、

減
少
せ
ら
れ
た
る
も
の
傑
々
七
純
に
過
ぎ
ず
、
廷
に
最
低
一
香
料
、
放
的
刷
川
市
及
び
絢
限
付
の
製
迩
業
者
を
代
表
し
て
反
封

税
率
・
求
中
に
℃
は
税
率
の
椛
加
せ
ら
れ
た
る
も
の
八
十
六
一
泌
勤
に
勢
援
し
、
新
わ
る
税
誌
の
結
果
は
訟
に
A
V
永
岡
hz

税
キ
の
減
少
せ
ら
れ
た
る
も
の
十
二
な
ら
と
一
五
〉
〈
。
一
じ
℃
働
側
の
製
治
品
に
封
じ
報
復
的
の
草
枕
を
淑
せ
し
む

同
委
員
倫
刊
の
九
川
設
が
川
市
し
て
如
何
な
る
運
命
に
迎
泌
す
可
一
る
に
五
る
可
し
?
乙
絶
叫
せ

h
o
加
之
諸
相
の
の
経
済
準
協
命
M

b
や
は
下
の
三
仰
の
理
山
わ
る
い
よ
ら
大
に
続
問
な
ら
と
一
は
之
を
以
て
…
!
般
消
技
者
の
利
識
に
反
し
彼
等
の
生
活
設

一
五
は
な
る
可
わ
ら
ず
。
郎
ち
(
第
ご
此
法
案
に
到
し
℃
は
…
を
増
加
せ
し
ひ
る
も
の
な

b
ー
と
な
し
切
λ

リ
民
社
ア
、
非
理
な
る

全
部
又
は
一
部
に
一
以
泌
す
る
有
力
者
わ
る
な
ら
、
輸
出
一
を
指
摘
し
つ
〉
わ
る
な
A
Y
O

染
者
は
必
然
之
れ
に
反
一
測
し
其
反
朔
運
動
委
員
は
就
に
商
一
一
此
法
案
に
潤
す
る
(
第
一
一
)
の
民
約
迎
山
は
去
し
期
か
る
税

務
省
を
包
囲
じ
っ
〉
わ
る
な

b
。
巴
虫
の
商
只
は
若
し
同
法
に
じ
℃
採
用
せ
ら
れ
ん
が
偽
凶
の
針
外
貿
易
配
し
て
ザ
判

決
案
に
し
℃
通
過
せ
ば

U
Rを
中
心
と
せ
る
偽
闘
の
婦
人
だ
し
く
混
沌
た
る
有
様
に
陥
ら
し
め
、
諸
外
側
l

乙
の
問
に

衣
装
市
場
は
破
滅
代
終
る
可
し
と
潔
ふ
一
一
日
せ
λ

リ
。
刈
M
け
に
政
命
的
関
税
戦
争
を
芯
起
し
、
殊
に
英
湖
北
八
他
の
京
一
袋
閥

於
け
る
機
業
者
は
其
使
用
す
る
総
頻
が
資
僚
の
六
割
に
淫
家
比
野
し
甚
し
お
不
利
を
興
ふ
る
の
結
果
に
至
る
可
し
1'」

す
る
も
の
な
る
は
疑
な

3
所
な

b
。
之
れ
偽
闘
が
未
だ
根

本
的
に
保
護
主
義
を
維
持
し
。
英
政
策
は
今
後
I
C
蛾
も
長

く
搬
船
綴
せ
ら
る
可
言
、
と
を
説
明
す
る
も
の
な
り
。

88 

の
懸
念
な

b
tす。

(
第
一
一
一
)
の
京
大
な
る

mm
山
は
現
時
仰
協
商
共
和
側
の
滋
泌

せ
る
財
政
窮
乏
の
欣
態
な

b
i」す
c

政
府
は
財
政
上
瓦
納

の
紋
陥
を
補
充
せ
ん
が
矯
め
千
九
.
百

O
九
年
代
は
一
二
、

0
0
、
0
0
0弗
の
大
識
省
読
券
を
緩
行
せ
去
る
可
か
ら
一

な
る
に
主
れ
ら
G

加
之
千
九
百
十
年
h

肢
の
絞
常
輪
以
鋒
は
新
…
偽
凶
に
次
ぎ
℃
近
年
開
税
政
策
の
問
題
が
著
し
く
一
一
般
の

た
に
計
虫
臥
せ
ら
れ
た
右
若
年
枇
労
働
者
及
び
岡
有
餓
滋
に
使
一
注
立
を
喚
起
す
る
に
歪

b
し
は
綿
滋
な
ら
と
す
。
唯
制
御
逸

役
せ
る
労
働
者
の
思
給
基
金
制
度
よ
ら
生
ぜ
る
歳
出
額
一
に
於
て
は
関
税
問
題
の
論
議
は
去
一
印
に
鮒
は
る
〉
、
と
な
く

三
七
-
八

0
0
、
0
0
0
弗
の
外
四
五
、
六

0
0
、
0
0
0
弗
一
し
て
共
結
巣
の
如
告
も
未
だ
比
較
的
不
総
定
の
紋
態
に
わ

の
不
足
判
明
を
示
せ

b
o
回
よ
λ
y
本
年
三
月
九
日
代
議
院
を
一
る
鮎
代
於
℃
偽
闘
t
乙
兵
な
る
の
み
。
制
御
滋
も
亦
財
政
上
の

池
、
過
せ
る
所
得
税
泌
案
に
し
て
幸
代
一
克
治
院
の
採
納
を
符
…
窮
乏
に
部
品•• 
r
綴
験
を
松
村
め
つ
〉
ゐ
る
強
闘
の
一
に
し
て
、

ば
著
し
く
同
共
和
闘
の
閥
咋
制
皮
は
改
善
せ
ら
れ
岡
賂
の
一
千
入
百
七
十
年
代
の
初
期
に
於
る
常
闘
の
珠
算
は
七
五
、

牧
入
は
増
加
す
可
し
よ
」
雄
も
、
之
、
が
矯
め
去
も
関
税
般
入
一

0
0
0
、
0
0
0弗
に
過
ぎ
去

b
し
も
本
年
比
於
℃
は
貸

の
必
.
要
右
減
、
ず
る
之
な
く
、
陶
税
法
の
悶
践
は
依
然

1
し
…
に
六

0
0
、
0
0
0
、
0
0
0
郊
の
昆
微
に
述
し
℃
附
債
の

℃
同
凶
財
務
行
政
上
の
一
難
関
た
る
を
品
川
か
れ
止
る
な
よ
り
一
一
増
加
は
驚
く
可
う
も
の
あ
ム
リ
。
之
、
が
矯
め
既
存
の
牧
入
財

同
法
案
が
総
定
法
律
ー
し
な
る
や
否
や
は
問
題
な
り
え
縦
狐
に
℃
は
帝
鴎
財
政
の
帰
来
を
路
四
す
る
と
・
I

乙
絡
樹
に
.1
小

も
、
何
れ
に
す
る
も
本
年
又
は
近
、
c
賂
来
に
於
℃
偽
同
開
可
能
な
る
に
至
れ

b
。
斯
く
℃
財
政
上
の
破
綻
は
遂
に
は
均
一

税
泌
に
急
激
な
る
改
革
を
見
る
之
あ
ら
ば
共
改
革
は
決
し
か
る
可
や
b
pる
も
の
な
る
乙
之
年
を
逐
ふ
℃
明
白
に
趨

℃
混
行
関
税
漆
・
4

ピ
低
減
す
る
も
の
に
非
ず
し
℃
寧
ろ
域
加

3
つ
〉
あ

ι，
ー
し
が
、
過
去
敷
地
問
に
歪

b
て
英
破
総
は
政

-
園胸.掴.... 
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府
t
乙
常
閥
議
曾
に
於
叫
り
る
反
劉
議
終
波
止
の
問
の
札
機
の
す
る
も
の
な
よ
リ
。
之
に
反
じ
℃
枇
曾
民
主
議
及
び
念
準
採

形
式
に
於
℃
如
は
れ
た
よ
り
。
郎
ち
底
抜
の
衝
突
は
(
一
)
瓦
の
大
多
数
は
保
護
主
義
を
有
す
る
隣
氏
自
白
熱
及
び
倣
侶

斯
!
一
也
気
、
新
聞
紙
、
引
札
炭
告
に
劃
す
る
課
税
(
二
)
政
府
が
議
の
一
部
分
と
共
に
飽
〈
迄
夜
一
銭
税
の
大
主
義
を
維
持
せ

悩
精
の
製
治
及
び
販
一
貨
に
闘
し
一
部
の
専
資
を
肱
W
U
の
計
ん
と
す
る
も
の
な
ら
。
彼
等
は
現
行
の
側
内
物
産
税
及
川
ω

説
、
(
一
一
一
)
一
般
卒
、
姿
樹
、
術
鵠
沼
に
謝
す
る
税
額
の
増
加
及
一
，
保
護
税
主
義
の
制
皮
は
漸
次
に
之
な
燦
止
し
所
得
税
、
資

び
(
問
)
府
接
相
続
的
ち
死
税
の
賦
課
に
よ
ι
リ
て
岡
山
伴
の
簿
一
本
税
、
相
続
税
等
を
以
℃
之
に
代
ヘ
デ
ω
可
わ
ら

ιず
な

め
に
二
一

O
、
0
0
0
、
0
0
0
弗
の
増
吹
を
符
ん
と
す
る
一
し
、
之
を
以
℃
一
公
費
の
免
権
ど
分
配
す
る
に
故
も
袋
一
ゃ
な

政
府
の
従
業
を
可
決
す
可
b
d
や
否
や
の
鮎
に
闘
し
て
測
は
了
。
方
徐
な
よ
り
I
乙
主
張
す
る
も
の
な

h
o

れ
わ
l
b
c

…
何
れ
に
す
る
も
保
護
主
義
は
隠
史
的
に
、
水
〈
狗
逸
日
比
一
伎
の

上
述
せ
る
所
に
よ
れ
リ
て
明
ら
か
な
る
が
如
く
政
府
の
提
案
一
脳
視
を
支
配
せ
る
も
の
に
し
℃
時
に
多
少
の
例
外
な

3
に

に
は
何
等
広
一
銭
代
闘
税
問
題
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
な
じ
平
仲
町
、
?
り
し
も
今
日
に
於
て
も
越
が
に
此
主
義
を
ぬ
楽
し
叉

1
ζ

離
も
、
常
附
議
命
日
に
於
け
る
討
論
及
び
尖
後
金
-
帝
闘
に
一
は
芳
し
く
改
鑓
せ
ゲ
る
可
か
ら
去
る
特
殊
の
車
川
み
る
と

蕊
延
せ
る
運
動
に
於
て
附
税
問
題
は
鹿
々
劇
烈
な
る
討
論
一
ー
と
な
し
。
組
側
滋
の
産
業
界
一
が
今
日
の
限
ω
慨
を
極
ひ
る
に
一
キ
一

の
目
的
物
と
な
れ
ら
。
主
し
議
論
の
岐
わ
る
〉
所
は
直
接
一
'
り
し
は
来
し
て
保
護
政
策
の
賜
な
り
や
一
一
台
や
は

W
く
掛

税
ぞ
採
用
す
可
き
や
賂
た
間
接
続
に
捺
る
可
舎
が
の
鮎
な
…
b
d
、
制
御
滋
経
糖
枇
舎
の
怠
絡
は
ん
ー
も
術
保
謎
政
策
の
総
持

λ

リ
之
す
。
政
府
は
保
守
然
、
俄
侶
熊
の
大
部
分
及
び
急
援
防
相
一
総
総
ど
欲
す
る
も
の
な
る
は
動
か
す
可
か
、
b
w
u
る
一
品
質
な

の
多
数
に
支
持
せ
ら
れ
て
間
接
税
を
探
用
せ
P
A
I
乙
す
。
之

λ
y
I
C
す
。
放
に
樹
海
帝
凶
に
於
け
る
関
税
問
題
の
然
防
は

れ
今
後
之
雌
も
財
源
を
闘
税
及
び
内
閣
製
品
又
は
特
許
権
未
だ
-
近
主
終
京
市
に
於
℃
は
依
然
I
C
し
て
農
業
と
製
造
業
之

の
許
興
等
に
対
す
る
課
税
に
求
hu
る
の
策
を
維
持
せ
ん
と
の
産
自
物
に
測
し
℃
如
何
な
る
総
合
に
℃
税
金
を
賦
採
す

お7

可
き
や
の
駄
に
わ
ム
リ
℃
決
し
℃
保
護
政
策
之
自
由
貿
易
政
最
も
著
し
く
概
療
者
の
滅
撚
に
胸
る
〉
も
の
は
自
由
貿
易

策
と
の
守
に
非
診
る
な
ム
リ
0

・

主

義

が

共

関

山

た

る

英

闘

に

於

℃

猛

烈

な

る

批

難

攻

撃

を

政
府
は
能
く
現
般
に
満
足
せ
る
が
故
に
閥
悼
の
必
要
を
光
受
く
る
に
至

b
た
る
の
一
挙
な
り
と
す
。
英
側
に
於
℃
侭

た
す
い
足
る
可
b
d
有
ら
な
る
方
策
の
失
敗
し
た
る
後
に
非
護
主
義
の
政
策
な
採
用
せ
，
九
'
と
し
℃
州
ぬ
れ
る
附
税
改
革
の

止
れ
ば
決
し
℃
如
何
な
る
関
税
上
の
改
路
運
動
に
も
加
携
一
連
勤
は
誕
開
始
以
来
年
を
関
す
る
よ
」
傑
々
五
六
年
に
泌
ぎ

せ
す
可
し
。
現
行
の
復
関
税
率
制
度
は
盟
問
専
門
家
の
子
。
千
九
百

O
一
二
年
、
時
の
殖
氏
大
山
}
汁
司
パ
ー
汁
ベ

立
法
'
f一
も
都
す
可
き
も
の
に
し
℃
内
闘
の
尚
材
二
十
名
よ
一
川
パ
ペ
竹
川
は
内
問
よ
ら
川
地
h
c
℃
会
峨
の
立
を
脱
し
、
獄

。
組
織
せ
る
委
員
合
は
器
く
農
商
工
各
一
枇
舎
の
利
告
を
比
一
然
之
し
℃
所
商
関
税
政
策
に
閲
す
る
凶
氏
数
百
の
大
波
動

岐
点
説
的
し
五
ヶ
年
の
星
給
を
費
や
し
℃
漸
く
一
の
悲
本
案
一
を
開
始
せ
ら
。
常
時
氏
か
主
張
の
要
領
は
(
一
)
外
凶
よ

b

k
作
成
し
、
廷
に
帝
閥
議
命
、
に
於
℃
数
ヶ
月
に
捗
れ
る
恨
…
ー
総
入
す
る
穀
物
一
及
び
鶴
一
粉
に
到
し
℃
は
一
ク
オ
タ
U
トム旬に

重
な
る
討
議
を
絞
て
千
九
百
O
一
一
年
に
至
。
℃
始
め
℃
縦
一
一
一
志
の
税
金
乞
認
し
肉
類
及
び
牛
陥
乾
酪
等
代
濁
し
て
は

定
せ
る
も
の
な
よ
り
む
人
或
は
此
法
律
を
以
℃
農
業
枇
合
の
…
五
分
、
製
造
口
聞
に
釣
し
℃
は
一
制
の
関
税
を
制
附
す
る
乙
之

利
金
を
偏
重
す
る
の
識
を
弛
か
れ
ず
と
な
す
も
の
わ

91ι

一
(
ニ
)
茶
に
訴
し
で
は
四
分
の
一
一
一
、
山
川
勝
、
砂
糠
及
叶
斗
判
ハ

縦
も
、
兎
に
角
池
去
三
十
年
間
に
於
て
制
定
せ
ら
れ
た
る
一
に
潤
し
℃
は
二
分
の
一
の
減
税
申
ゲ
}
な
す
乙
t

P

U

G

(

一
一
一
)
英
同

欧
洲
諸
閣
の
関
税
泌
中
山
紛
然
関
角
を
販
は
す
も
の
と
云
ふ
ん
の
殖
民
地
よ

b
輸
入
す
る
物
n
m
h
h
潤
し
℃
は
之
等
の
新
続

可

し

。

を

品

加

除

す

る

の

特

典

k
輿
ふ
る
£
な
ム
ヲ
言
。

別
判
川
江
川
J

引
の
提
案
に
次
ぎ
℃
千
九
百
O
凶
年
に
去

ら
五
十
二
名
の
委
員
よ

b
成
れ
る
関
税
委
員
命
"
は
組
織
せ

ら
れ
た
ら
、
共
目
的
ー
に
す
る
所
は
チ
で
1
ン
バ
レ
ン
氏
の

回包囲a
....，軍嘩

曾盟島田国

英

!調
、~;

全
世
界
を
越
し
て
関
税
問
題
の
現
般
を
迩
削
慨
す
る
に
皆
ら

か担
hn

b-事

ム
ハ
二
九

雑
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提
出
に
係
る
問
題
そ
椀
究
じ
)
若
し
'Z
を
管
行
す
る

t
b
d
O
弗
多
か
ら
し
が
現
今
に
於
℃
は
六
大
同
輸
出
の
線
総
は

は
現
般
に
如
何
な
る
彩
蜘
首
位
及
ぼ
す
可
う
や
叉
籾
紙
胸
せ
英
聞
の
輪
出
削
慨
に
俊
る
乙
と
一
七
、

0
0
0
、
O
ひ
O
，
弗
な

る
諸
税
の
利
盆
を
調
和
せ
ん
と
す
る
に
は
好
策
良
案
な
さ

b
t乙一沼
λ
。
加
之
米
閣
に
於
℃
生
産
す
る
成
械
の
物
品
例

か
を
調
査
す
る
に
わ

b
。
同
委
員
命
日
は
五
ヶ
年
の
日
子
を

A
T
ば
苅
収
機
の
如

S
は
英
闘
の
閣
内
市
場
凶
に
於
て
す
ら

費
や
し
聯
会
主
闘
の
各
部
に
於
け
る
製
造
業
者
及
び
工
業
供
給
総
額
の
九
割
五
歩

k
占
h
u
る
之
一
お
ふ
。
問
委
員
合
最

附
憾
よ
り
約
一
高
五
千
代
近
己
表
考
書
獄
を
蒐
集
せ
る
の
終
の
事
業
た
る
総
報
告
書
は
み
・
や
殆
，

Ar共
編
纂
じ
包
終
了

み
な
ら
ず
、
同
内
の
重
要
な
る
職
業
の
代
求
者
約
四
百
人
し
た
れ
ば
薬
会
求
は
波
予
に
非
な
る
可
し
G

各
凶
は
非
常

乞
召
見
し
℃
口
一
以
上
の
鋭
、
滋
を
提
出
せ
し
め
、
且
つ
特
別
な
る
興
味
を
以
℃
英
一
公
表
の
け
を
待
ち
つ
〉
わ
る
な
ら
。

委
員
合
は
農
業
一
耽
命
日
の
利
益
を
精
査
せ
ん
が
斜
め
親
し
く
'
船
W
P
A

る
所
に
よ
れ
ば
情
報
告
は
升
川
l

川
M
l

ぺM
l
m
の
滞
一
怨

百
四
十
七
人
の
続
ニ
一
一
口
を
問
う
質
際
耕
訟
に
従
事
す
る
農
夫
'
…
た
る
保
護
政
策
の
方
向
に
大
に
其
歩
を
進
め
た
る
も
の
な

及
び
農
業
に
開
削
す
る
諮
問
踏
よ

b
二
千
百
三
都
の
記
録
を
…

b
と一氏〉《。

徴
集
そ
λ
y
o

…
鋭
利
周
到
な
る
観
察
眼
を
有
す
る
識
者
は
(
ご
験
合
一
土
側

斯
く
て
同
委
員
舎
は
各
凶
の
商
業
及
び
関
税
制
皮
に
闘
す
一
の
全
般
に
沙

b
て
揃
若
な
る
枇
合
上
M
A
ぴ
総
務
上
の
萎
縮

る
・
無
数
の
記
録
営
蒐
集
し
た
る
の
み
な
ら
ず
、
今
日
に
否
・
一
一
及
び
ご
ご
日
々
議
々
政
府
の
背
戦
感
闘
を
招
致
し
つ
〉
わ

る
お
十
二
例
以
上
の
重
要
な
る
職
業
に
付
き
て
英
嗣
脚
本
H

一の

7
0財
政
上
の
悶
難
の
斜
め
英
闘
は
日
な
を
得
ず
し
℃
従
来

結
果
を
一
公
に
せ
λ

ソ
。
最
近
の
椛
告
は
機
械
製
法
業
収
闘
す
常
に
排
尿
し
た
る
保
護
政
策
に
依
ら
な
る
可
が
、
b
w
d
る
に

る
も
の
に
し
て
此
報
告
に
よ
る
よ
」
主
は
十
五
年
以
前
に
あ
至
る
可
し
と
の
怠
見
を
有
す
。
数
週
以
前
外
叶
川
叶
パ
川
卿

b
て
は
英
図
よ

b
総
践
す
る
機
械
の
依
絡
は
仙
の
重
要
な
が
此
問
題
に
付
b
d
て
れ
公
言
せ
る
所
は
能
(
此
聞
の
治
怠
を

る
競
守
閥
六
ケ
閣
の
輸
出
総
級
よ

b
も
五
、

0
0
0
、
0
0

備
す
も
の
な
b
G
H
く
」
什
川
可
ヰ
叫
川
叶
1
氏
の
ぬ

. ， 

) I 

一不せ
wd
る
可
が
、
b
w
d
る
所
は
自
白
貿
易
の
主
義
営
破
壊
す

る
と
ー
し
な
く
し
て
氏
は
如
何
h
h
し
℃
自
己
の
施
政
の
結
果

之
し
℃
殺
生
せ
る
京
大
な
る
負
燃
を
彪
理
せ
ん
之
す
る
も

の
な
る
か
の
駄
に
め

h
f・-ι
す
し
と
G

英
闘
に
於
℃
も
獅
米
の
~

諸
閥
lc
同
と
く
歳
出
入
間
の
不
均
衡
は
日
々
盆
々
共
皮
を
…

増旬。
F

九
『
乙
し
、
本
年
二
月
十
六
日
開
院
式
の
詔
勅
に
於
℃
…
全
欧
測
に
於
て
系
統
述
納
保
謎
政
策
に
執
着
し
て
動
か
す

す
ら
財
政
問
題
は
本
合
期
に
於
て
最
も
京
市
女
減
せ
ぴ
る
可
…
可
か
ら
訟
る
閥
家
を
露
凶
な
り
1

乙
す
。
践
闘
は
前
世
紀
の

か
ら
wd
る
も
の
な
る
旨
ど
宜
示
せ
ら
れ
た
れ
ソ
。
本
年
一
一
一
月
一
中
頃
に
西
欧
の
天
地
を
風
燥
し
た
る
商
業
上
の
自
由
主
義

三
十
一
日
を
以
て
終
結
せ
る
歳
計
年
度
の
決
算
に
よ
れ
ば
一
に
影
響
ロ
る
〉

ζ

・
と
な
く
し
℃
頑
然
1
し
し
て
関
税
の
障
時
一

凶
山
仰
の
紋
陥
は
資
に
ニ

O
、
0
0
0
、
0
0
0
弗
を
鋒
じ
、
…
を
死
守
し
H
A
つ
尖
の
純
域
を
強
大
せ
ム
ツ
。
喰
最
近
二
十
年

次
年
皮
に
於
℃
は
義
岩
金
、
官
-
況
の
ぼ
伴
、
無
職
者
の
救
助
一
間
-K
於
℃
主
t

と
し
て
濁
誕
-
産
業
界
の
後
述
に
基

3
℃牛一
b
L

其
他
の
戴
く
可
か
ら
ぴ
る
需
要
の
矯
め
歳
出
績
は
更
に
一
…
た
る
閥
怖
の
謎
化
に
件
ぴ
手
段
t
ζ

し
て
多
少
保
護
主
義
代

五、

0
0
0
、
0
0
0
弗
乞
増
加
す
可
し
と
一
試
ふ
。
一
制
限
を
加
ふ
る
に
ま

b
た
る
の
み
、
千
八
百
九
十
三
年
に

自
由
貿
易
論
者
の
最
も
懸
念
に
耐
へ
止
る
所
に
し
℃
、
然
一
十
字
9A燦
闘
は
問
中
一
関
税
率
の
制
度
を
鋤
ち
、
前
年
後
布
せ

か
も
脱
税
改
革
論
者
の
最
も
希
川
市
を
崩
す
る
所
は
、
一
方
〈
ら
れ
た
る
偽
闘
の
関
税
法
に
倣
び
核
関
税
率
の
主
義
を
採

に
於
て
は
歳
出
の
章
一
荷
は
年
を
逐
ふ
℃
加
は
る
よ
」
同
時
に
用
せ
ム
リ
c

持
政
に
於
て
近
年
の
関
税
戦
争
中
最
も
顕
著
な
る

他
方
に
於
て
は
市
場
の
減
退
、
工
業
の
表
徴
、
及
び
鉱
山
職
一
海
働
関
税
戦
争
は
開
始
せ
ら
れ
、
滋
闘
は
制
御
泡
に
制
到
し
℃

者
の
泌
浪
に
よ
よ
り
止
h
u
V
}
得
、
ず
し
℃
英
闘
は
保
護
主
義
の
最
高
閲
税
率
を
溺
周
し
、
制
御
逃
は
之
が
報
復
?
に
し
て
.
侮
同
閥

単
門
に
降
服
す
る
に
豆
、
b
w
u
る

ζι
な
b
J
L

や
の
鮎
な
A

Y

I

C

K

鵠
し

τは
英
関
税
率
を
五
割
方
引
上
九
、
る
比
五
れ

す
。
予
は
英
闘
が
越
か
に
斯
の
如
ち
惨
墳
に
沈
溺
す
可
し

!
ζ

は
信
ず
る
能
は
ぴ
れ
ど
も
全
般
の
紙
勢
、
が
上
過
の
傾
向

を
ふ
付
す
る
は
疑
ム
可
か
ら
コ
る
所
な

01ι
倍
、
ず
c

開

露

!弱

sv 

奈佐
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・

り

す

る

も

の

)
I
乙
を
阪
別
し
後
者
に
劉
し
'
℃
は
前
者
に
到
す

千
八
百
九
十
問
年
二
月
十
日
に
歪

b
℃
は
関
税
上
の
卒
和
る
よ

b
も
五
分
の
一
乃
宇
一
四
分
の
二
雨
傘
の
関
税
を
課
す

淑
約
は
締
結
せ
ら
れ
た

9
0
制
約
款
に
よ
れ
ば
露
倒
産
の
る
と
と
と
な
せ

b
。
要
す
る
諒
倒
は
抵
当
帰
来
に
於
て
は

姿
殺
は
依
然
溺
逸
に
輸
入
せ
ら
る
〉
の
鈴
地
を
残
存
せ
し
決
し
℃
保
護
政
策
の
削
判
道
右
泌
す
る
こ
と
な
く
、
必
要
に

が
故
に
獅
逸
脱
民
民
に
却
し
て
は
十
分
の
満
足
を
典
ふ
る
こ
一
際
じ
レ
℃
は
大
規
模
の
織
俊
政
策
吉
行
ふ
も
決
し
て
倣
附
す
る

と
能
は
討
ち
し
も
工
業
者
は
患
で
此
協
定
に
満
足
せ
よ
リ
。
…
所
に
非
公
る
な
よ
り
。

諒
凶
は
制
御
滋
よ
λ

リ

最

窓

側

約

款

の

趨

用

を

受

く

る

と

は

問

一

ー

!

《

唱

i
l【
闘

1
E
d
h
-
-
s
E
，S
E
E
-
-

時
に
制
御
逸
は
鋭
、
双
一
物
、
機
械
、
及
び
織
物
等
百
三
十
五
一
語
教
科
日
開

続
の
品
目
に
付
b
d
蕗
凶
最
低
関
税
率
よ
ら
一
日
府
組
減
せ
る
…
襖
伺
闘
も
亦
露
閣
の
如
く
本
来
頑
強
な
る
保
護
主
義
の
闘

関
税
率
を
趨
用
せ
ら
る
る
乙
之
之
な
れ
ら
。
左
れ
-E千
九
一
な
れ
vt
も
千
八
百
七
十
年
代
に
於
イ
し
少
附
殆
ん

r絶
到
な

百
O
コ
卒
獅
迩
の
関
税
治
改
革
に
慌
て
農
業
者
勝
之
制
…
る
自
由
貿
易
主
義
を
採
用
し
た
る
と
1
乙
-
b
b
b
d
G

友
れ
ど

し
、
政
府
は
露
倒
よ

b
輸
入
す
る
姿
殺
各
百
叶
引
列
到
利
一
千
八
百
七
十
八
年
の
関
税
法
を
以
て
紛
織
物
、
毛
織
物
及

に
付
与
手
紙
以
下
に
英
関
税
ど
引
で
γ
乙
と
を
符
す
J

乙
の
…
ぴ
絹
織
物
に
劉
し
閥
税
を
増
加
し
て
以
来
忽
ち
絡
掛
な
る

保
壌
を
設
け
℃
政
府
の
手
足
な
拘
束
す
る
に
手
り
た
る
が
一
保
護
主
義
の
替
制
に
復
節
し
た
ち
に
元
来
填
旬
闘
が
一
時

殺
め
援
制
御
関
税
戦
守
は
何
時
丙
閲
せ
ら
る
〉
や
殆
F

九

vι
珠
…
自
由
貿
易
主
義
を
採
用
し
た
る
は
旬
牙
利
の
総
出
業
者
の

知
す
可
か
ら
ヨ
る
な

b
o
妓
に
於
℃
一
燦
闘
は
緩
急
代
総
ぜ
利
盆
を
曾
重
し
た
る
に
凶
る
有
な
る
か
北
川
後
何
牙
利
の
渋

ん
が
殺
め
阪
に
千
九
百

O
問
年
代
於
℃
制
御
逸
に
到
す
る
一
氏
階
絞
は
著
し
く
扱
惑
し
、
彼
等
は
同
家
が
食
料
品
及
び

式
総
を
渠
似
し
向
上
よ
'
9
ー
す
る
総
入
(
主
tc
し
℃
英
米
よ
原
料
品
の
供
給
市
場
ー
に
し
℃
彼
等
の
鴻
に
凶
内
市
場
配
制

，
・
り
す
る
も
の
)

1

乙
陸
上
よ
ら
ず
る
総
入
(
獅
逸
駒
境
よ
ら
保
せ
え
之
を
要
求
せ
る
に
去
れ
る
が
放
に
、
千
八
百
八
十

‘‘、↑.，vr 

じ
t
乙
雌
も
、
今
日
に
於
て
は
布
く
も
自
由
貿
易
・
主
義
の
臭

味
を
引
す
る
関
税
政
策
代
謝
し
℃
は
断
乎
f

乙
し
℃
反
到
す

る
も
の
な
ら
。

-
4・具、.. ，F
 

4

・
午
、
に
去
ら
℃
旬
牙
利
は
自
ら
進
ん
で
保
護
政
策
を
採
用
す

る
に
主
れ
ら
。
殊
に
設
時
填
凶
に
於
て
は
幼
維
な
る
内
倒

産
業
を
保
護
し
℃
之
を
殻
迷
せ
し
め
ん
と
の
希
望
一
あ
ら
し

が
放
に
千
八
百
八
十
二
年
の
関
税
法
は
大
に
税
率
を
増
加

し
千
八
百
八
十
七
年
の
閥
税
法
は
更
に
之
を
高
め
た

h
o
一

其
後
換
旬
闘
の
関
税
朕
協
は
一
の
設
嬰
な
る
事
情
の
殺
の
…
伊
簡
に
於
て
も
填
旬
同
に
於
け
る

L
等
し
く
保
護
主
義
の

潟
め
に
大
民
放
A

紛
糾
の
皮
を
榊
す
に
五
れ
ら
。

ωち
一
方
…
州
側
税
政
策
は
凱
歌
を
奏
そ
ら
伊
太
利
王
闘
の
建
設
よ
ら
千

に
於
/
し
は
山
氏
闘
の
製
法
業
者
は
工
業
品
に
潤
し
て
は
大
に
…
八
百
七
十
五
年
岐
に
去
る
お
伊
闘
は
寧
ろ
白
肉
貿
易
主
義

京
総
を
諜
じ
農
産
物
に
封
じ
て
は
税
率
を
腕
減
せ
ん
l
」
泣
二
の
方
都
に
趨
b
d

つ
〉
わ
ら
し
乙
と
は
千
八
百
六
十
一
年
の

λ
に
反
し
、
他
方
代
一
於
℃
は
旬
牙
利
の
農
民
は
之
J
一
正
反
…
一
一
般
関
税
法
及
び
常
時
諸
闘
と
締
結
し
た
る
泌
商
依
約
に

釣
の
施
政
を
要
求
す
る
が
放
に
雨
容
の
問
に
到
底
一
体
側
み
の
一
徴
し
℃
明
ら
か
な
ら
。
左
れ
γι
闘
技
は
著
し
く
膨
脹
し
成

る
を
覚
、
が
れ
ず
。
近
来
同
制
問
内
に
後
生
せ
し
雑
多
の
紛
擾
一
入
増
加
の
滋
之
に
作
は

w
o
bし
が
斜
め
迭
に
関
税
般
入
に

は
泣
く
共
棋
泌
を
終
ね
る
?
と
お
d

は
皆
此
附
税
政
策
に
闘
す
…
訴
人
る
の
巴
む
を
特
立
る
に
宅
一
れ
λ

ッ
。
加
之
良
栄
一
枇
命
日
は

る
怠
見
の
相
越
に
基
一
因
せ
w
d

る
も
の
な
し
。
ム
必
れ

E
千
九
一
内
に
は
述
年
不
況
を
BY-
せ
る
ゐ
る
の
み
な
ら
ず
、
外
に
は

一白
O
八
年
一
月
一
け
以
来
暁
旬
一
郎
閥
問
に
共
殺
力
を
後
生
一
縫
図
及
α
A
W
糸
川
間
よ
ム
リ
競
守
を
受
く
る
の
恐
ゐ
ム
ソ
し
が
対

し
た
O
っ
財
政
上
の
妥
協
し
に
よ
λ

ソ
千
九
百
十
七
年
に
至
る
2

め
、
千
八
百
七
十
七
年
一
般
税
法
改
取
の
機
に
来
ヒ
℃
議

忠
一
一
同
酬
の
通
商
佼
約
を
統
一
し
た
る
が
放
に
多
少
瓦
緩
和
袈
輸
入
口
仰
に
封
じ
℃
二
割
乃
去
十
制
の
増
加
税
様
-T・
課
す

親
の
殺
巣

k
生
ず
る
な
る
可
し
。
婆
す
る
に
襖
旬
闘
は
保
る
に
去
れ
ら
'
。
爾
後
凶
内
の
不
景
気
之
財
政
上
の
欲
的
附
は

護
政
策
に
執
藷
す
る
乙
之
路
側
の
如
く
甚
だ
し
か
ら
3
ら
依
然
繊
繭
せ
し
が
鴻
め
此
問
題
を
研
究
す
る
の
目
的
を
以

雑
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℃
特
に
組
織
せ
ら
れ
た
る
委
員
命
"
の
保
護
主
義
の
提
案
に

悲

3
千
八
百
八
十
七
年
新
関
税
法
を
制
一
定
せ

9
0
此
法
律

は
保
護
主
義
を
表
明
す
る
と
之
最
も
若
し
も
の
に
し
℃
卒

灼
税
率
は
資
に
ム
ハ
制
の
高
き
に
法
せ

b
っ

同
件
以
の
最
も
庇
伎
の
結
果
は
仰
伊
関
税
一
戦
守
に
し
て
防
戦
…
英
他
の
欧
洲
諸
闘
に
於
て
も
亦
保
設
主
義
は
再
び
勢
力
を

守
の
矯
め
雨
闘
の
損
失
は
買
に
六

0
0、
0
0
0
、
0
0
0
…
待
た
る
も
の
〉
如
し
u

凶
闘
は
千
八
百
七
十
七
年
以
来
絡

弗
の
五
一
級
に
述
せ

b
と
一
お
ふ
。
間
も
な
く
反
動
は
起
λ
y
南
一
劉
的
に
保
護
主
義
を
採
用
せ
λ
ソ

ο

術
闘
は
近
頃
英
外
交
代

部
地
方
の
農
民
は
漸
く
自
己
が
政
府
に
強
請
し
た
る
施
設
…
表
者
に
濁
し
池
商
依
約
一
締
結
の
談
判
に
際
し
℃
は
現
れ
闘

の
不
誠
常
な
A
Y

し
な
脱
却
L

リ
て
之
を
怖
ふ
る
に
一
主
れ
A
り

c

設
…
税
率
よ
λ
y

一
割
乃
一
全
一
二
割
の
減
率
、
を
な
す
乙

J
長
特
る
の

に
於
℃
伊
捌
は
止

U
を
符
ず
千
八
百
九
十
二
年
に
五

b
一
機
能
を
興
へ
た
ら
之
雌
も
英
保
設
主
義
者
た
る
の
貼
に
於

粉
、
鰍
(
及
瑞
西
の
諸
岡
I
乙
通
商
保
約
を
協
定
し
之
に
よ
k

リ
マ
し
は
敢
℃
従
前
に
異
な
る
乙
と
な
し
c

端
典
諸
威
は
千
八

て
其
税
法
中
峻
酷
な
る
部
分
hv-
緩
和
せ
λ
y
o

千
八
百
九
十
…
百
八
十
八
年
以
来
保
護
主
義
，

k
採
用
し
瑞
商
も
亦
千
八
百

九
年
に
手
9
悌
伊
問
に
新
候
約
は
締
結
せ
ら
れ
、
組
織
物
…
八
十
七
年
乃
至
千
八
百
九
十
一
年
以
来
は
穏
常
な
る
保
波

及
び
粉
製
品
を
除
告
で
互
に
最
怒
同
僚
款
の
特
典
を
輿
ふ
…
主
義
者
な

b
I乙
す
。

る
と
と
祉
協
定
せ
し
も
雨
捌
聞
の
泌
商
は
漁
期

L
た
る
税
…
和
蘭
及
び
白
凶
は
今
山
川
英
字
世
紀
以
前
に
樹
立
せ
る
自
由

徒
、
法
す
る
之
な
か

9
3
0
伊
凶
の
保
護
政
策
が
英
樹
内
工
貿
易
の
主
義
戸
総
持
す
る
も
彼
等
Iι
雌
も
今
や
純
治
に
業

業
の
活
況
を
維
持
す
る
の
放
カ
あ
ら
し
は
一
般
に
認
め
ら
主
義
に
胤
北
相
す
る
乙
と
能
は

wu
る
に
主
れ

h
o
制
御

b
本
年

る
〉
所
な
る
も
、
全
般
の
上
よ
ム
リ
槻
察
し
℃
川
本
し
て
好
良
の
初
切
よ
ら
賀
行
せ
ら
れ
た
る
了
抹
の
新
関
税
法
は
従
来

の
結
果
わ
り
し
ゃ
一
台
は
臨
淡
々
激
命
の
祁
1
乙
な
れ
λ
y
。
左
れ
の
抜
体
代
比
し
て
一
樹
五
歩
乃
翌
二
制
の
減
率
を
示
せ
る

図
財
政
の
現
況
上
保
護
政
策
を
ぬ
楽
す
る
は
郵
成
不
可
能

な
る
は
明
ら
か
な

9
1乙
す
。

官官

ド

L
、
し
日
時

4

3

λ

M

H

 

。)

務

凶

D3 

夫る !J --~問る
れ正℃定く必正
然議其:の所要統
らを由形にに j反 せ右
然以来をし麟悲 Jよるは
れてをfJ以℃ら符ク)も斗J
Eす採る亦れ敢スーの t.
もるらにた℃合の J民‘な!日‘
女nの然至首其の謬現H らお
斯必る b背精信説州 じど
は 32:後てす寝 1qJ fYJ 所
普を之後るを 1l日 捕 裁
に生 iζ;色1)にカn俊 助 γ 

減Iず代め足へは‘之 ノV

与されよ、てる 12N し ボ

tとばる深 i話t.9端 て ぞ
於なにくな之耳目 の 1予
--C 9 JYj其ちは説 カ の
の。被泉荒需を ! 諭
み よ定‘ iJfAし入部 ノV 説
然貨に;謬の駁 マ ;を
る な説)J説艮:す ノV i浮

"c 9のわ it良債な論等等目と は自者は若淡に
今後 1'11 らだ、感せ争力支の的来飢然は市は fヰ.~ ，1'> 
日約 lとばも殺るを刻銘とる成の恰民祉の b
科百し彼せがお-惹くすな問の秋が的合 iJJず
感 {F~C 等 'dt 立は juj!!E 所し;総も片;もと三t め終
的ヵ資のら℃偶しi1!1l能 12.~この之!患者li- 義℃掛
j社!に tifnr.した後彼おく !J~討とし JfJす者特感
曾ノv又誠粘る的等代英;~しして化るの殊に
主マたは論原ーが着目、℃℃ LH:泉所非の於
義 λ/ア白を則 i時必去11的然解潔{訟をの難位℃
のクダら緋茶的然しにれ答くに腕 7践し倍:も
名スム筒しきもの的去添ばを之之究 fi12℃椛亦
綿が λ れ来の者-のれ j、賞輿をなすをご或成 12.
の其;ミミきゃるよなもる'Ll湾t.l、研~:片るなはを: jt: 
.; J嘆スる á~ T 9の松鈴問る究く殺す資符例
lζ 突の 3ctiai広之永本わ飽をせががにヌ~ ..，cを
積:者官符説ちし久間れに以ず女¥1lヨ至家 m見
々が i剖 23、、のに jE的題 E潤'"c('能く然る的訪る
な仰論る現1彼統のにもし其其産のや之正な
るぴ Ull'ま才[等感も瓦ー℃主下業秩其 lt手統 b
j伏でで自家が振の b皮 lまたに i和}序説 ζx、減、
態以よ t~J る夢絞之℃彼彼るろ1.: I支は 19J 或・的来~

E
同
も
此
場
合
に
於
て
す
ら
減
水
平
は
・
ギ
一
止
し
て
原
料
品
若

し
く
は
学
製
品
に
関
す
る
も
の
な
る
な
以
て
之
を
以
℃
自

由
貿
易
主
義
が
英
本
来
の
性
質
に
悲
b
d
τ

勝
利
を
博
し
た

る
む
の
1

乙一万

λ
こ
止
を
得
次
る
な

b

o
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完
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